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アテンダント

ノートテイク・サービ
スを利用する学生

•何かできることはな
いだろうか？

できる事を見つける

•アテンダントならできるか
らやってみよう！

支援される立場から

支援する立場へ

•アテンダントの実践！
•現在、ろう学生の60%が活動
している
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（これからの目標） 
テイカーや理解者（教職員など）を増やし、 
さらなるサービスの質の向上を図る。 

・懇談会で意見を出すことにより、 
テイクの質や技術の改善 

・タイピングソフトでの自主練習など 

ニーズ 
お互いに

手話で話

がしたい 

 
・移動介助や食事介助、ノート代筆

などその学生のニーズに合わせて 
介助を行う。 
・有償ボランティアで行っている。 

私たちの声 
テイカー  

以前は筆談が中心だったが、指文字

や手話を少しずつ覚えていくことで

会話の幅が広がった。 

利用者 

お互いが指文字や手話を使うことに

よって、リアルタイムで顔を合わせ

て会話を楽しめ、表現が豊かになっ

た。 

ＣＨＣの活動のひとつとして、障がいを持つ学生に対して様々なサービスを行っています。 
この活動は、学生同士のエンパワメントが重要であり、今まで取り組んできた内容を紹介します。 
 


